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１　テントドーム型覆馬場に係る調査研究
　　　課題名　：　「馬の調教におけるテントドーム型覆馬場の活用について」
２　調査研究の概要
　　　近年、テント生地の改良が進み、テントドーム型のフットサルやテニスの屋内競技場がごく一部ではあるが設置されている。
　　　テント生地の課題として、長持ちしない、雪などの重みで潰れる、悪天候に弱いなどの理由が挙げられ、テント生地は一般的な建物に比べ敬遠されがちな印象がある。

　　　しかし、最近使用されているテント生地は、使用可能年限が２０年以上といわれており、台風はもちろんのこと、日本海側の雪の多い地域でもテント生地を使用した施設が建設されており、１ｍ以上の積雪量にも耐えうることが実証されているなど、悪天候に対する心配は無用のものとなっている。
　　　また、建設コストは従来の工法のものより低く抑えられることや、テント生地の光の透過性による日中の採光により点灯量が少なくて済むため、電力の消費量が低く抑えられるなどランニングコスト面でも有効であることが期待されることから、今回採用したテントドーム型様式は今後の室内馬場建築の主流となることが考えられる。
　　　しかしながら、国内には未だテントドーム型覆馬場は建設されておらず、上記のような利点は考えられるもの、気温の変化などによる馬場内の気温や湿度をはじめ、風雨による馬場内の静寂性の乱れなど未知数な面もあり、そのため室内環境をコントロールするためのデータは皆無である。また、屋内馬場としながらも馬への影響の有無などもわかっておらず、検証すべき点が多いのが現状である。
　　　したがって、これら検証すべき点においてデータを蓄積し、屋内馬場として不都合な点についてはその解決方法を模索することで、今後のテントドーム型覆馬場の普及を拡大することが十分に期待できる。

３　調査研究の実施体制
　（１）調査研究委員会の設置
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　（２）調査研究業務実行組織の設置
　　　　　調査研究の実行組織を地方競馬全国協会地方競馬教養センター内に設置し、地方競馬教養センター職員が調査研究の実務を担うことについて、地方競馬全国協会と公益財団法人畜産近代化リース協会との間で覚書を締結する（別添参照）。

４　調査研究の調査項目

　　　テントドーム型覆馬場は、地方競馬全国協会地方競馬教養センターの地方競馬騎手候補生の養成のための騎乗訓練にほぼ毎日使用し、テントドーム日誌により調査項目を記録する。
　　【調査項目】
①　建設コストの軽減について

建設コストの軽減について、既存の施設と比較する。
②　ランニングコストについて

電気料金の把握

・照明の点灯時間等を記録する。

水道料金の把握

・散水量を記録する。
　　　③　馬場内の環境について

馬場内の気温及び湿度の変化を記録する。

（温度・湿度計による測定：屋内に２箇所、屋外に1箇所）
　　　④　風速について

　　　　　　強風における屋内の状況を把握する。

　　　⑤　音量について

　　　　　　屋内及び屋外の音量を把握し、比較する。

　　　⑥　馬場砂（テイエムグランドサンド）の適正状態について

　　　　　　馬場砂（テイエムグランドサンド）の適正状態を把握する。
　　　　　　　・土壌水分計による馬場砂の水分量、温度を測定する。

　　　　　　　・馬場の適正状況を日誌に記録し、最適な馬場状態を把握する。

　　　⑦　馬の調教（訓練）効果について

　　　　　　馬の調教（訓練）に対する効果について、気づいた点を日誌につけながら検証する。
５　調査研究の実施期間及び報告書の作成
　　　当面の調査研究の実施期間　：　平成25年4月1日から平成26年度末まで

　　　調査報告書の作成　：　平成26年度末まで

